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アウトライン

• 自己紹介と前置き

• 学会出版の体制

• 悩みどころと議論の球出し



自己紹介と前置き

大澤 剛士 (Osawa Takeshi)

東京都立大学 都市環境科学研究科 准教授

JaLC拡大運営委員

日本生態学会 保全生態学研究 編集委員長

英文誌 Ecological Research 編集幹事(AEiC)



自己紹介と前置き

日本生態学会 The Ecological Society of Japan

1953年設立の一般社団法人

会員は約4,000名（大多数がアカデミア、学生）

事務局に数名の常勤職員あり

日本生態学会誌、保全生態学研究（和文誌）、

Ecological Research （英文誌）の3誌を出版



自己紹介と前置き

日本生態学会 The Ecological Society of Japan

会員は約4,000名（大多数がアカデミア、学生）

事務局に数名の常勤職員あり

ボランティアベースで運営するには規模が大きく、
事業化・採算化を目指すには規模が小さい
→雑誌編集を含め、中の人は常に大変・・



学会出版と体制（耐性）

日本生態学会誌（第一和文誌）

保全生態学研究（第二和文誌）

Ecological Research（英文誌）

3つの学術雑誌を発行 和文誌はOA 英文誌はHB
→APCについて会員向けのディスカウントあり



学会出版と体制（耐性）

Ecological Research（英文誌）

現在はWileyから出版
過去には別の出版社から出ていたことも
運営はかなり科研費依存
（研究成果公開促進費 国際情報発信強化）
→出版担当理事が中心となり資金獲得に尽力

https://esj-journals.onlinelibrary.wiley.com/journal/14401703



学会出版と体制（耐性）

AIに関するガイドライン

https://www.wiley.com/en-us/publish/book/resources/ai-guidelines/

大手出版社なので、
著者はもちろん、査読者や編集者に向けても
各種ガイドラインを作成し、公開している



学会出版と体制（耐性）

メタデータの利活用

https://www.wiley.com/en-us/publish/book/resources/ai-guidelines/

出版社側でメタデータ利用もどんどん高度化
（たぶん）利用性も向上させている
→編集側はよくわかってなくても、さほど問題ない



学会出版と体制（耐性）

日本生態学会誌（第一和文誌）

保全生態学研究（第二和文誌）

印刷会社と契約し、基本は自力で出版
電子化についてはJ-Stage利用
2025年より印刷会社が変更（国際文献社）
→XML、メタデータ入力等も依頼できるように
（それ以前は事務員が自力で対応していた）

https://www.jstage.jst.go.jp/browse/seitai/-char/ja/
https://www.jstage.jst.go.jp/browse/hozen/-char/ja



学会出版と体制（耐性）

AIに関するガイドライン

国際誌等を参考に編集委員長で議論して自作
（2026.1リリース）
これでよいのか悩んでいますし、更新もどうするか
ノーアイディア・・・

https://www.esj.ne.jp/esj/JJE/JJE_youryou.html



学会出版と体制（耐性）

メタデータの利活用

J-Stageにおんぶにだっこ状態
過去、自力で登録するのはとても大変だった
問い合わせやヒアリングは愚痴になりがち
（担当の方、申し訳ありません）
→編集側はよくわかってない

https://www.jstage.jst.go.jp/browse/hozen/_pubinfo/-char/ja



素直な悩みと課題意識

時代に合わせてもうちょい頑張らねばと思いつつ

なかなかアップデートできていません。

ただ、こういった状況は生態学会だけでは

ないのかなとも思います。

持続的な発展（Sustainable Development）

に向けてどうしたらよいか、ぜひ意見交換させてくだ
さい


	スライド 1
	スライド 2:  アウトライン
	スライド 3:  自己紹介と前置き
	スライド 4:  自己紹介と前置き
	スライド 5:  自己紹介と前置き
	スライド 6:  学会出版と体制（耐性）
	スライド 7:  学会出版と体制（耐性）
	スライド 8:  学会出版と体制（耐性）
	スライド 9:  学会出版と体制（耐性）
	スライド 10:  学会出版と体制（耐性）
	スライド 11:  学会出版と体制（耐性）
	スライド 12:  学会出版と体制（耐性）
	スライド 13:  素直な悩みと課題意識

